
「
消
防
記
念
日
」

表
彰
式

自治会・町内会に入って住みよいまちに
～京都市は、自治会、町内会を応援しています～

大募集！

南
区
の
情
報
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
等
の
SNS
で
発
信
す
る「
み
な
み
な 

み
な
み
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
配
信
中
！

「
み
な
み
な
み
な
み
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
検
索
！

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681・３
４
１
７
）

「
み
な
み
な
み
な
み
オ
ン
ラ
イ
ン
」配
信
中

楽しく脳活！ 
健康マージャン教室

日　　時　�4月23日（火）�
①10:30～12:00（受付：10:00～）�
②13:30～15:00（受付：13:00～）

内　　容　�脳からアンチエイジングするマージャン
場　　所　�イオン洛南ショッピングセンター�

2Fしあわせ広場
参加資格　どなたでも
費　　用　無料（申込不要）　　
定　　員　16名（当日先着順）

問＝
イオン洛南ショッピングセンター(☎692-4560)�

健康長寿推進課�(☎681-3573)

初心者の方も大歓迎です。
楽しい時間を過ごしましょう。

イ
オ
ン
洛
南

＆
南
区
役
所
コ
ラ
ボ
企
画

第14弾！

南
消
防
署
だ
よ
り

   みなみ力で頑張る！
区民応援事業
　南区役所では、区内での�
　まちづくり活動を資金面からサポートしています。
　まずはご相談ください。

枠組 対象団体 補助率
( 補助上限額 )

一般枠
区内で地域力（みなみ力）、子育て、福祉、健康長寿、
文化等に関する新たなまちづくり活動を行う団体・ 
グループ（既存の団体でも、新たに活動を始める 
場合、その活動については補助対象になります。）

対象経費の１/２
（上限 100 万円） 
※いずれか低い方

地域活性枠 区内で地域間・世代間の交流促進に向けた取組を
行う団体・グループ

対象経費の３/４
（上限 10 万円） 
※いずれか低い方

まちを
はぐくむ
活動枠

一般枠又は地域活性枠で継続して活動し、実績のめざ
ましい取組 又はその活動を継続することによって他の
地域団体等へ広がり、南区の更なる発展につながる 
取組を行う団体
※�ただし、自立できないやむをえない理由が認められ
た場合に限る。

＜一般枠からの継続＞
対象経費の 1/3
（上限 50 万円） 
※いずれか低い方
＜地域活性枠からの継続＞
対象経費の 1/3
（上限 5 万円） 
※いずれか低い方

補
助

補
助

補
助

補
助

＊�府・地域力再生プロジェクト�
支援事業交付金との併用ができます。

●応募方法�申請書を区役所窓口に提出
　（�申請用紙は区役所ホームページから�
ダウンロードできます）。

検 索みなみ力で頑張る！区民応援事業

●応募期間　５月15日（水）まで
問・申=地域力推進室（☎681-3417）

パトランと�
減災カフェによる�
防犯減災活動

例えばこんな活動が…

ハピネス�
こども食堂

十条グリーン�
マーケット

５月は
赤十字運動月間です。
赤十字活動に
ご協力を！

問＝地域力推進室（☎681-3417）

対 象　�サークルや地域の団体、町内会など、環境に関心のあるグルー
プならどなたでも（営利法人を除く）。

見学施設　希望の施設を自由に組合せることができます（要事前相談）。
〈�クリーンセンター、資源リサイクルセンター、横大路学園、西部圧縮梱包�
施設、廃食用油燃料化施設、エコランド音羽の杜、京エコロジーセンター、
民間の廃棄物処理施設�他〉
※5・6月のクリーンセンターは見学不可。

参 加 費　無料
参加定員　１組30名まで（要相談）
実施期間　2020年3月31日（火）まで
問＝�南エコまちステーション�
（☎366-0188）

ごみ減量に取り組むイベントを応援します。

環境施設見学会

「エコバスツアー」参加団体募集
めざせ！エコイベント

ごみ減量を進める取組への�

助成を行っています。

どうぞご活用ください。

ごみ減量の取組に助成します！
登録団体等を募集

＊いずれもその他要件・審査有
問・申＝南エコまちステーション(☎366-0188)

＊コミュニティ回収②のみ　　　　
市・まち美化推進課（☎213-4960）

種
類 コミュニティ回収 使用済

てんぷら油回収
落ち葉等

堆肥化活動

対
象
①�古紙・古着類等を回収する10世帯以上の住民団体
②�マンションの所有者・管理会社

使用済てんぷら油を定期
的に回収する団体・個人

堆肥化を行う概ね10世
帯以上の住民団体

助
成

チラシ作成や活動費用の一部（応募時期により異なる）
①上限15,000円
②�マンションの1棟目は15,000円、それ以降は1棟

増えるごとに5,000円ずつ加算（上限50,000円）

基本額 
5,000円

上限 
50,000円

申
込 2020年3月31日(火)まで 2020年2月28日(金)まで

●「京都市認定エコイベント」登録でエコ化をＰＲ！
　イベント開催時に「リユース食器※」を使用することで、ごみを減らし、
「リユースごみ箱」を使用することで、ごみの分別を推進します。
　これらを賢く活用して、経費も、環境への負荷も軽くしましょう！
※�「リユース食器」とは、使い捨てではなく洗うことにより繰り返し何度
も利用可能な食器のことです。
●賢く使おう！「リユース食器」助成金制度
　イベントから出るごみを減らす特効薬となる「リユース食器」を広める
ため、導入費用に対する助成制度を設けています。

対象となる
イベント

自治会・町内会、ＮＰＯ、学校などの団体が、市内で開催し、�
リユース食器を使って100食以上の飲食品を提供するイベント
＊�京都市認定エコイベントへの登録が必要です。

助成内容 リユース食器、食器洗浄機のレンタル費用、コーディネーター�
人件費などの費用の２分の１（上限50万円）

助成申請 イベント開催日の２週間前まで

その他 リユース食器は、リース事業者からレンタルして使用

●「分別リユースごみ箱」でしっかり分別！
　イベントでのごみの分別を推進し、参加者の環境意識を醸成するため、
分別リユースごみ箱の貸出を実施しています。

京都市のごみ処理施設や再資源化施設等の見学
を通じて、身近なごみ問題を見つめ直し、環境
にやさしいライフスタイルについて考えるバス
ツアーへの参加団体を募集します。

み
な
み
の

広
場

南
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

２
月
24
日
（
日
）、
キ
ョ
ー
イ
チ
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
吉
祥
院
で
開

催
。
総
勢
124
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部(

上
位
６
名
の
合
計
）】

優
　
勝
　
久
世
体
振

準
優
勝
　
唐
橋
体
振

第
三
位
　
祥
豊
体
振

【
個
人
の
部
（
敬
称
略
）】

<

男
子>

優
　
勝
　
増�

田�

夏
樹�

（
久
　
世
）

準
優
勝
　
水�

原�

次
生�

（
祥
　
豊
）

第
三
位
　
長�

澤�

義
雄�

（
吉
祥
院
）

<

女
子>

優
　
勝
　
田
中�

市
子
　�

（
九
　
条
）

準
優
勝
　
大
垣�

絹
子
　�

（
唐
　
橋
）

第
三
位
　
松
本�

八
重
子
（
上
鳥
羽
）

 

第
21
回 

南
区
企
業
の

“
知
”
活
用
促
進
事
業　

　
2
月
26
日
（
火
）、
株
式
会
社
笹
屋

伊
織
様
の
御
協
力
を
得
て
、「
伝
統
の

技
術
を
守
り
続
け
て
」
を
テ
ー
マ
に�

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
15
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

和
菓
子
職
人
の
方
の
指
導
に
よ
る
生
菓

子
作
り
の
体
験
や
、
代
表
銘
菓
ど
ら
焼

に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
今
回
初
め
て
参
加

し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
楽
し
か

っ
た
」、「
一
つ
一
つ
丁
寧
に
職
人
さ
ん
が

作
ら
れ
て
い
る
の

に
感
動
し
た
」
な

ど
の
声
を
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
見

学
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
南
区
で
は
今
後

も
、
区
内
の
企
業

と
区
民
と
の
交
流

促
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

  

物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む 

ち
び
っ
こ
エ
コ
ひ
ろ
ば
を
開
催

　
３
月
９
日
（
土
）、
南
区
循
環
型�

社
会
推
進
会
議
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ�

エ
コ
ひ
ろ
ば
」
が
、
南
区
・
向
日
市�

相
互
交
流
事
業
と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル

京
都
桂
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
750
人
の
親
子
が
来
場
。�

子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
〝
お
も
ち
ゃ
〟

の
交
換
会
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
の

ほ
か
、
エ
コ
と
遊
び
の
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、
物
を�

大
切
に
使
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
運
営
に
は

学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
や
株
式

会
社
堀
場
製

作
所
、
向
日

市
、
区
内
の

行
政
機
関
が

参
加
し
、
会

場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

  

区
民
の
方
々
が 

区
内
の
美
化
活
動
を
実
施

南
区
一
斉
清
掃　

　
３
月
10
日
（
日
）、
南
区
自
治
連
合

会
に
よ
る
平
成
30
年
度
最
後
の
南
区�

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
元
山
王
小
学
校
（
山
王
学
区
）
で

の
開
始
式
の
後
、
各
学
区
で
道
路
や

公
園
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
ま
ち
の

美
化
が
一
層
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ

の
日
に
区
内

全
域
で
集
め

ら
れ
た
約
９

ト
ン
の
ご
み

は
南
部
ま
ち

美

化

事

務

所
に
よ
り
処

理
さ
れ
ま
し

た
。

特
設
サ
イ
ト
に 

ア
ク
セ
ス
！

　消防記念日とは、昭和23年3月7日に消防組織
法が施行されたのを記念して設けられたものです。
　3月3日（日）に、平成31年「消防記念日」表彰式
が、立命館朱雀キャンパスにて執り行われました。
　地域の防火・防災活動の推進等に尽力し、災害
に強いまちづくりに貢献された方々が表彰され、
南区からは4名、12団体、5事業所が、その功績を
称えられました。
＜市長表彰＞�
・唐橋学区自主防災会�
・内田町巽自主防災部（南大内学区）�
・福山自主防災部（上鳥羽学区）�
・株式会社�堀場製作所�
・宗教法人�倉掛神社�
・小西�武男（久世学区自主防災会）�
・木村�隆男（南大内自治連合会）
＜消防局長表彰＞�
・東和学区自主防災会�
・小寺町自主防災部（東梅逕学区）�
・御幸田町第三自主防災部（九条塔南学区）�
・四ッ塚町東自主防災部（南大内学区）�
・河西町南自主防災部（陶化学区）�
・御池町自主防災部（吉祥院学区）�
・ 野ハイツ自主防災部（祥豊学区）�
・殿城町自主防災部（久世学区）�
・村田機械株式会社�吉祥院事業所�
・社会福祉法人清和園�特別養護老人ホーム�吉祥ホーム�
・日本電産株式会社�
・今道�信男（九条学区自主防災会）�
・谷�有（吉祥院学区自主防災会）�
・梅逕社会福祉協議会

（敬称略、順不同）
問＝南消防署（☎681-0711）

九
条
中
学
校

久
世
中
学
校

凌
風
小
中
学
校

八
条
中
学
校

みな
み力で頑張る！区民応援事業

南
区
民
卓
球
大
会

３
月
３
日
（
日
）、
久
世
中
学
校
体
育

館
で
開
催
。
113
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
合
順
位
】

優
　
勝
　
久
世
体
振

準
優
勝
　
唐
橋
体
振

第
三
位
　
塔
南
体
振

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
（
以
下
、敬
称
略
）】

優
　
勝
　�

下
間�

平
裕�

井
上�

千
代
　�

（
久
世
）

準
優
勝
　�

永
井�

卓
弥�

山
口�

志
津
香
（
久
世
）

第
三
位
　�

前
田�

龍
一�

北
野�

和
美
　�

（
東
和
）

【
個
人
】

<

男
子
一
部
（
39
歳
以
下
）>�

優
　
勝
　
下
間�

平
裕
　�

（
久
世
）�

準
優
勝
　
永
井�

卓
弥
　�

（
久
世
）�

第
三
位
　
西
村�

正
高
　�

（
唐
橋
）�

<

男
子
二
部
（
40
～
54
歳
）>�

優
　
勝
　
山
田�

健
二
　�

（
久
世
）�

準
優
勝
　
澤
邊
　

勉
　�

（
唐
橋
）�

第
三
位
　
坂
田�

泰
造
　�

（
梅
逕
）

<

男
子
三
部
（
55
歳
以
上
）>�

優
　
勝
　
渡
邊�

眞
志
　�

（
唐
橋
）�

準
優
勝
　
竹
内�

好
也
　�

（
梅
逕
）�

第
三
位
　
永
井
　

徹
　�

（
久
世
）

<

女
子
一
部
（
39
歳
以
下
）>�

優
　
勝
　
北
野�

和
美
　�

（
東
和
）�

準
優
勝
　
谷
川�

し
お
り
（
陶
化
）�

第
三
位
　
古
谷�

淳
子
　�

（
久
世
）

<

女
子
二
部
（
40
～
54
歳
）>�

優
　
勝
　
井
上�

千
代
　�

（
久
世
）�

準
優
勝
　
真
野�

加
代
子
（
祥
栄
）�

第
三
位
　
水
上�

清
子
　�

（
祥
豊
）

<

女
子
三
部
（
55
歳
以
上
）>�

優
　
勝
　
国
友�

こ
ず
え
（
塔
南
）�

準
優
勝
　
北
野�

睦
美
　�

（
唐
橋
）�

第
三
位
　
青
島�

房
子
　�

（
唐
橋
）

　
南
区
で
は
、
区
内
の
中
学
生
と
地
域
の
皆
さ

ん
が
交
流
し
、
会
話
を
楽
し
む「
ふ
れ
あ
い(

い

き
い
き)

ト
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、
子
ど
も
・
若
者
を
地
域
ぐ
る

み
・
市
民
ぐ
る
み
で
育
む
活
動
を
展
開
す
る
南

区「
は
ぐ
く
み
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
平
成
14
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、�

平
成
30
年
度
に
は
、
開
催
74
回
を
迎
え
ま
し

た
。

　
普
段
は
お
互
い
に
顔
は
見
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
中
学
生
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
交
流
し
理
解
を
深
め
る

貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
や
地
域
の
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
で
語
り
合
い
、
中
学
生
か
ら
は�

「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
、�

地
域
の
方
か
ら
は「
楽
し
く
話
す
こ
と
が
で
き

て
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
が
一
層
深
ま
っ
て

い
ま
す
。

「�

ふ
れ
あ
い�

(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
」

で
中
学
生
と 

地
域
の
皆
さ
ん
が
交
流

問＝�南エコまちステーション（☎366-0188）
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